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1. はじめに 
本稿は，沖縄県宮古島市における宮古伊良部農業水利事業に伴う仲原地下ダムを建設する工事に際して，右

岸端部のトンネルインバート 106.5m 区間へのグラウチング用ガイドパイプ(以下，ガイドパイプ)設置について

述べるものである．同施工は，グラウチングトンネル内にてボーリングマシンを用いたグラウチングによる止

水壁の構築するもので，削孔時にケーシングガイドの役割を持たせたガイドパイプを設置しておく必要があっ

た．つまり，インバートコンクリート施工と同時にガイドパイプを設置しておくことが必須で,本数は 1512 本

であった．当初，インバート鉄筋へ結束線を用いた固定を検討していたが，地山強度の変化による 3 種類のイ

ンバート厚(50cm，140cm，160cm)の違い合わせたガイドパイプ長さの変更や角度の調整及び安定した固定へ

の懸念があり，そこでアングル材を用いた架台を作成し，所定の位置・角度でのガイドパイプ設置する施工方

法を実施した． 

2. アングル材を用いた架台の検討 
ガイドパイプ設置において，前述の条件のもとで角度・長さ変化への対

応，インバートコンクリート打設時にも変位を起こさないこと，設置位置の

測量・組立が容易であることを考慮した架台(図-2)のを検討した．ガイドパイ

プ用架台はインバート鉄筋に干渉せずに，鉄筋組立時の段階でトンネル坑内

に同時に搬入し，トンネル延長方向及び鉛直方向のアングルの長さを変化さ

せ，表-1 で示す 10 種類の架台タイプを組合せることでトンネル坑内にてボ

ルト締めを行うことで容易に組立ができるように設計した．最長で 10.5ｍご

とのインバート打設ブロック割を考

慮して，持ち込むアングル材の長さ

を 6m 以下に分割することで人力に

よる運搬を可能にした．1 つの例と

して，A-1，A-2 の架台タイプを組合

わせることでインバート厚さ 140cm

のブロック長 10.5m 部分のガイドパ

イプ用架台となる(図-3)． 

 

106.5m 

図-1 ガイドパイプ設置位置 

図-2 ガイドパイプ設置架台 表-1 架台組合せ 

図-3 ガイドパイプ設置架台 
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3. グラウチング用ガイドパイプ設置架台の現場組立 
まず，トンネル内での施工前にアングル材を用いた架台が計画通り

に作成できていること，組立手順の確認，改善点の把握のために 1 つ

の架台タイプで仮組を行った．その結果，架台単独では自立した固定

が難しいことが分かった。この対策として，トンネル掘削時に 1.5～2.0

ｍ間隔で設置した鋼製支保工にジベル筋を設置し，溶接によってアン

グル材とジベル筋の確実な固定を行った．また，この段階で鉄筋の設

計位置を考慮してジベル筋の設置位置を測量によって決定すること

で，アングル材とジベル筋溶接後には図面通りに組立を行っていくこ

とで，その後の測量を省略して鉄筋も設計通りに配筋することができ

た． 

次に，ブロックごとの架台の組立が完了した部分からガイドパイプ

の設置を行った．架台を組立てた時点で図-5 に示すようにガイドパイ

プのセンターが設計位置くなるようにアングル材を U ボルト用の穴を

あけておいた．この対応により，確認時の測量を除き施工中にガイド

パイプの位置を測量する段階も省略できた．実施に U ボルトによる固

定を行う際も図面を見て寸法確認を行わずに，現地で所定の位置にガ

イドパイプを設置し U ボルトの固定をするだけで良いた

め，作業に従事できる者の制限を減らすことができた．角

度のついているガイドパイプでは，図-6 で示すようにア

ングル材の設置する位置をずらすことで所定角度の 3°に

合わせることに成功した．3°程度であればガイドパイプ

の固定も問題なく行えることが分かった． 

最後に，6m 間隔で必要なチェック孔用のガイドパイプ

にでは，角度を持たせることが必要かつ本数が少ないこ

とから，現地合わせで固定用のアングルを現場溶接し，そ

のほかのパイプ同様に U ボルトによる締付け固定を行っ

た． 

写真-1 の様に各打設ブロックの組立完成後にインバー

トコンクリートの打設を行った．その結果，コンクリート

打設中にガイドパイプの位置がずれることがなく，ガイ

ドパイプは最終的に設計に対する現地の設置誤差を 3cm

以内に収めることができた．さらに，当初 31 日と見越し

ていたインバート鉄筋工の工期を 24日に短縮しすること

もできた． 

 

4. まとめ 
インバートごとの配筋、ガイドパイプ施工方法を考慮してアングル架台をパターン化し、架台のアングル長さ、

ボルト孔等を工場制作して現場加工を極力無くしたことで、現場では正確で、早く施工ができ、工期を短縮する

ことができた。 

ジベル筋 

図-4 ジベル筋の取付 

図-5 ガイドパイプの設置 

図-6 角度への対応 

写真-1 施工状況 

VI-409 令和3年度土木学会全国大会第76回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - VI-409 -


